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＊「遠藤れい子の県政だより」は、政務活動費を活用して発行しています。

　

新
年
度
の
県
予
算
案
な
ど
を
審
議
す
る
県
議
会
（
２
月
21
日
開
会
）
は
、
３
月
25
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。
遠
藤
れ
い
子
県
議
は
３
月
３
日
、
一
般
質
問
を
行
い
、
花
角
英
世
知
事

の
政
治
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
以
下
、
お
も
な
内
容
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

本
県
の
医
師
数
は
全
国
で
も
っ
と

も
少
な
い
と
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集
中

治
療
室
）
な
ど
の
医
療
資
源
も
全
国
最
低
ク

ラ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
い
っ
そ
う
の
病
床
削
減
を
と
も
な
う

「
地
域
医
療
構
想
」
を
進
め
る
こ
と
は
大
き

な
問
題
で
す
。

　
高
齢
化
が
す
す
み
、
医
療
需
要
も
救
急
搬
送

も
増
加
傾
向
に
あ
る
も
と
で
、
新
型
感
染
症
な

ど
に
対
応
す
る
上
で
も
、
地
域
医
療
構
想
の
推

進
は
中
止
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

地
域
医
療
構
想
は
、
人
口
構
造
の

変
化
に
と
も
な
う
医
療
ニ
ー
ズ
の
変

化
や
、
医
師
の
働
き
方
改
革
な
ど
に
対
応
す

る
た
め
の
も
の
。

　

国
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
な
ど
を
考
慮
の

上
、
２
０
２
３
年
度
ま
で
に
地
域
医
療
構
想

に
係
る
各
医
療
機
関
の
対
応
方
針
の
策
定
や

検
証
な
ど
を
お
こ
な
う
よ
う
、
求
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
の
地
域
医
療
構
想
に

そ
っ
て
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
｢

原
発
は
３
つ
の
検
証
を
し
っ
か
り
進
め
る｣

（
前
回
公
約
）

次
期
知
事
選
で
も
同
様
な
公
約
か

遠藤

　
前
回
知
事
選
で
、｢
原
発
は
３
つ
の

検
証
を
し
っ
か
り
進
め
、
将
来
的
に

は
脱
原
発
社
会
に
全
力
」
と
か
か
げ
ら
れ
た

公
約
は
、
ひ
き
つ
づ
き
維
持
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
と
も
「
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
」

推
進
の
立
場
を
表
明
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。 遠藤

　

｢

検
証
総
括
委
員
会
」
の
開
催
は
、

知
事
就
任
後
１
回
だ
け
に
と
ど
ま

り
、｢

健
康
・
生
活
委
員
会
」
や
「
技
術
委
員

会
」
の
新
年
度
予
算
は
減
額
さ
れ
、
報
告
書

の
と
り
ま
と
め
を
急
が
せ
る
動
き
な
ど
は

｢
期
限
を
区
切
ら
ず
、
徹
底
的
に
」
と
の
議
会

答
弁
に
逆
行
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

遠藤

　

｢

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
再
稼

働
に
つ
い
て
は
、
知
事
就
任
当
初
か

ら
の
考
え
に
変
更
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

知事知事

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ

｢

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
制
度
を

　

同
性
カ
ッ
プ
ル
な
ど
を
婚
姻
と
同

様
に
あ
つ
か
う
「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
」
は
、
２
０
２
２
年
２
月
７
日

現
在
、
全
国
１
５
３
の
自
治
体
で
導
入
さ

れ
、
多
く
の
自
治
体
で
実
施
を
検
討
中
と
さ

れ
ま
す
。
県
と
し
て
も
「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
」
の
導
入
を
お
こ
な
う
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

遠藤
　

社
会
全
体
が
多
様
性
を
尊
重
す
る

環
境
づ
く
り
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
県
民
の
意
識
醸
成
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
や

多
様
な
媒
体
を
通
じ
た
広
報
・
啓
発
活
動
等

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

知事

　

こ
れ
ま
で
も
お
答
え
し
た
と
お

り
、
３
つ
の
検
証
は
期
限
を
区
切
る

こ
と
な
く
議
論
を
尽
く
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

知事 温
暖
化
危
機
を
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
す
る

｢

気
候
時
計
」
の
設
置
求
め
る

　

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
の
県
民
が
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
見
直
し
、
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
の
努
力

を
行
う
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
温
暖
化
危

機
を
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
す

る
「
気
候
時

計
を
設
置
す

る
な
ど
、
目

に
見
え
る
啓

発
活
動
を
強

化
す
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

遠藤

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
の
た
め
に

は
、
目
に
見
え
る
普
及
啓
発
活
動
も

重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
は
、
環

境
問
題
等
に
関
心
の
高
い
学
生
等
が
主
体
と

な
り
波
及
効
果
の
高
い
情
報
発
信
を
行
う
な

ど
、
普
及
啓
発
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

知事

医
師
不
足
な
の
に
、
さ
ら
に
病
床
へ
ら
す

｢
地
域
医
療
構
想
」
は
中
止
せ
よ

中之島、信濃川堤の万本桜



　ロシアのウクライナ侵略は、武力行使の禁止などを義務付け
た国連憲章違反、原発や病院への攻撃などは国際人道法にもそ
むく犯罪です。核の先制使用で世界を脅すなど核兵器禁止条約
にも違反しており、絶対に許せません。

　遠藤れい子県議は3月28日、新潟市秋葉区の（株)イシカワ・本社を訪ね
て、｢新しいリーダーを誕生させる会」の片桐なおみさんと、県政問題につ
いて懇談しました。片桐さんは、住宅メーカーの副社長で一級建築士。新潟
県の「物品等入札監視委員」も務めておられます。
　片桐なおみさんは、原発再稼働はさせないことや県財政の健全化の問題、
もっと女性が活躍できるよう改革が必要なことなどとともに、長岡赤十字病
院で出産した経験も語り、遠藤県議と親交を深める機会になりました。

　遠藤れい子県議は4月6日、日本共産党の十日町市議・南魚沼市議・妙高市議・上越
市議らとともに、内閣府に要望書を手渡して今冬の実情を訴えました。
　津南町では、積雪が新潟地方気象台観測史上最高の419㎝となり（2/24)、県が災
害救助条例を十日町市・妙高市・上越市・津南
町に適用（2/22)。しかし、国の災害救助法適
用基準にも匹敵すると思われたのに、法適用は
見送られ、国の支援が得られず住民と市町村負
担がのしかかっています。
　武田良介参議院議員も同席して、国が「豪雪
それ自体が災害である」との立場で対応するよ
う、強く要望しました。

　

新
規
感
染
者
数
は
高
止
ま
り
し
て

い
ま
す
。
迅
速
確
実
で
広
範
な
検
査

や
、
陽
性
者
の
保
護
対
策
、
自
宅
療

養
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
患
者
へ

の
支
援
な
ど
は
十
分
と
は
言
え
ず
、

介
護
施
設
の
現
場
で
は
事
業
者
が
自

腹
を
切
っ
て
対
策
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。
打
撃
を
受
け
て
い
る
業

者
や
、
働
く
場
を
失
っ
た
労
働
者
に

対
し
て
も
、
も
っ
と
本
格
的
な
支
援

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

経
産
省
や
エ
ネ
庁
な
ど
の
高
官
が

一
年
間
で
80
回
も
本
県
を
お
と
ず

れ
、
柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼
働
へ
の

「
地
な
ら
し
」
と
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
東
電
の
深
刻
な
失
態

と
不
祥
事
が
明
る
み
と
な
り
、
県
民

の
信
頼
は
地
に
落
ち
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
「
検
証
総
括
委
員
会
」
は

開
催
さ
れ
ず
、｢

健
康
・
生
活
委
員

会
」
や
「
技
術
委
員
会
」
予
算
は
減

額
さ
れ
、｢

３
つ
の
検
証
」
に
赤
信
号

が
灯
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
立
場
か
ら
、
新
年
度
予
算

案
に
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

＊
令
和
４
年
度
県
予
算
案
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

感
染
症
の
さ
な
か
に
病
床
削
減
と

公
立
・
公
的
病
院
の
統
廃
合
を
す
す

め
る
「
地
域
医
療
構
想
」
を
、
全
国

に
も
先
駆
け
て
積
極
的
に
推
進
し
よ

う
と
し
て
い
る
点
で
す
。

　

も
と
も
と
医
療
資
源
の
少
な
い
新

潟
県
に
お
い
て
、
医
師
や
看
護
師
の

確
保
に
こ
そ
全
力
を
あ
げ
る
べ
き
な

の
に
、
医
師
不
足
に
あ
わ
せ
て
医
療

を
集
約
す
る
な
ど
、
本
末
転
倒
と
い

う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　新潟県議会でも3月7日、全会一致で「ロシアのウクライナ侵
攻に抗議する決議」が採択されました。無法をとめるのは世界
と市民社会の声でプーチン政権を包囲していくことです。県
内、津々浦々から「侵略やめよ」の声を広げましょう。

ウクライナに平和を

｢新しいリーダーを誕生させる会｣の
片桐なおみさんと県政問題で懇談しました

令和４(2022)年度新潟県予算案には、賛成できません！

豪雪対策の強化もとめて国要望

ロシアは侵略やめよ
国際人道法まもれ

みんなで声をあげ国際世論でロシア包囲を

遠藤れい子県議は、今年度の県予算案に以下の理由から「賛成できない」と討論に立ちました｡
❷「
地
域
医
療
構
想
」推
進

❸「
３
つ
の
検
証
」に
赤
信
号

十日町市松之山

上越市大島区 妙高市

❶ 

新
型
感
染
症
対
策
の
不
十
分
さ

❷「
地
域
医
療
構
想
」推
進

❸「
３
つ
の
検
証
」に
赤
信
号


